
官民人事交流推進ガイドブックについて（令和8年１月）

・ 官民人事交流者数の近年の傾向として、新規の交流採用者数（民→官）は年々増加している一方、交流派遣者数（官

→民）は伸び悩んでいる状況

・ このため、人事院・内閣人事局・官民人材交流センターの３者で連携し、交流派遣に前向きな府省の掘り起こしや継

続的に当該派遣を行っている府省の実態等を把握するためのヒアリングを実施

・ こうした取組を通じて把握した実務的な課題等に応えるため、交流派遣を実施するに当たっての各種ノウハウ等をま

とめたガイドブックを各府省人事担当者に向けて作成

本ガイドブックの狙い

「交流派遣を行いたいが何から始めたらよいか分からない」「民間企業への出向を希望する職員はいるが具体的なプラン
を示せない」といった人事担当者の悩みに応えるため、以下の内容を収録

① 官民人事交流の概要（制度説明、実施状況等）

② 官民人事交流の利用の流れ（公募から計画の認定までの実務フロー等）

③ 継続的に交流派遣を行っている府省の実務的なノウハウ等を集約（派遣先企業や職員の選定等）

④ 各府省から多く寄せられている照会事例等をＱ＆Ａ形式で集約

⑤ 交流派遣経験者等からのメッセージ（民間企業の勤務で得た気づき、自身のキャリアへの影響等）

（参考）交流派遣経験者の「ショート動画」も発信

交流派遣をキャリア形成の一部として認知拡大を図るため
その魅力をＳＮＳ等を活用し広く発信予定

本ガイドブックのポイント
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